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昨
20
代
の
こ
ろ
、

知
り
合
い
の
店
長
が

経
営
す
る
小
さ
な
洋

服
屋
で
、
偶
然
知
り

合
っ
た
男
が
い
た
。

　

彼
は
当
時
か
ら
、

ひ
と
き
わ
存
在
感
が

あ
り
ア
メ
リ
カ
ン
・

カ
ジ
ュ
ア
ル
や
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
さ
り
気
な
く
着
こ
な
し
、

豊
富
な
知
識
と
屈
託
の
な
い
笑
顔

で
い
つ
も
話
題
の
中
心
に
な
っ
て

い
た
▼
故
・
佐
藤
俊
哉
氏
。
彼
と

の
出
会
い
は
仕
事
で
も
労
働
組
合

で
も
な
か
っ
た
。
「
国
鉄
で
働
き

国
労
組
合
員
で
あ
る
」
と
お
互
い

に
知
っ
た
の
は
、
後
の
こ
と
で
あ

る
。
保
線
職
場
と
電
力
職
場
、
直

接
仕
事
で
顔
を
合
わ
せ
た
記
憶
は

な
い
が
、
な
ぜ
か
俊
哉
さ
ん
と
の

出
会
い
は
30
年
経
っ
た
今
も
新
鮮

に
覚
え
て
い
る
。
体
調
が
優
れ
ず

入
院
し
て
い
る
話
も
聞
い
て
い
た

が
、
い
つ
の
日
か
笑
い
飛
ば
し
な

が
ら
復
活
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
想
い

は
届
か
ず
10
月
５
日
、
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
▼
享
年
55
歳
。

あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
る
先
輩
の
旅

立
ち
に
言
葉
を
失
っ
た
。
棺
の
中

の
俊
哉
さ
ん
は
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー

ク
の
ハ
ン
チ
ン
グ
帽
を
小
粋
に
被

り
、
最
後
ま
で
恰
好
が
よ
か
っ
た

▼
平
和
友
好
祭
や
中
央
行
動
な
ど

青
年
部
時
代
は
、
よ
く
俊
哉
さ
ん

と
行
動
を
共
に
し
た
。
独
特
な
低

音
か
ら
発
せ
ら
れ
る
声
で
、
常
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
先

頭
に
立
っ
て
活
動
し
て
い
た
姿

が
懐
か
し
い
。
元
気
で
あ
れ
ば
職

場
で
も
仕
事
の
中
心
と
な
り
若
手

社
員
の
見
本
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ

う
。
10
月
９
日
、
第
71
回
定
期
地

方
大
会
が
開
催
さ
れ
た
日
に
俊
哉

さ
ん
の
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
▼

俊
哉
さ
ん
の
姿
は
な
か
っ
た
が

「
も
っ
と
本
気
に
な
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
組
織
拡
大
は
出
来
な

い
だ
ろ
う
」
と
遠
く
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
気
が
す
る
。
俊
哉
さ
ん
が

出
来
な
か
っ
た
分
も
我
々
が
し
っ

か
り
と
継
承
し
、
運
動
を
展
開
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
孝
）

　　

労働条件の改善・組織拡大に全力労働条件の改善・組織拡大に全力
＝＝政治課題の闘い、選挙の取り組みも強化＝＝＝＝政治課題の闘い、選挙の取り組みも強化＝＝

　

地
方
本
部
は
、
第
71
回
定
期
地
方
大
会
を
10
月
９
日
・
10
日
に
盛
岡
市
つ
な
ぎ
温
泉
・
愛
真
館
で
関
係

者
約
90
人
が
参
加
の
中
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
職
場
労
働
条
件
の
改
善
、
組
織
の
拡
大
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
、
来
春
開
業
予
定
の
北
海
道
新

幹
線
に
伴
う
青
森
地
区
職
場
の
縮
小
・
廃
止
問
題
な
ど
で
15
人
が
発
言
し
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
向
か
う
１
年
間
は
、
組
織
拡
大
は
も
と
よ
り
、
正
常
な
労
使
関
係
の
確
立
、
不
公
平
感
の
な
い

明
る
い
職
場
づ
く
り
、
労
働
条
件
改
善
と
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
被
災
線
区
の
早
期
の
復
興
・
復
旧

な
ど
の
取
り
組
み
や
国
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
様
々
な
政
治
課
題
の
解
決
に
む
け
た
闘
い
、
来
年
の
北

上
市
議
会
議
員
選
挙
、
参
議
院
選
挙
へ
全
力
を
上
げ
い
く
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
は
地
方
役
員
の
改
選
の
大
会
で
、
佐
々
木
力
委
員
長
以
下
の
地
方
本
部
役
員
を
選
出

（
裏
面
掲
載
）
し
た
。

　

大
会
は
、
13
時
過
ぎ
に
佐
々
木

政
志
執
行
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
代
議
員
38
人
中
37
人
、

地
方
本
部
役
員
の
出
席
を
確
認
し

大
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
宣

言
。
議
長
に
留
場
義
継
代
議
員

（
宮
古
地
域
分
会
）
、
副
議
長
に

田
中
聡
代
議
員
（
青
森
電
気
分

会
）
を
選
出
、
代
表
し
留
場
議
長

か
ら
就
任
の
挨
拶
を
受
け
議
事
に

入
っ
た
。

　

最
初
に
佐
々
木
力
執
行
委
員
長

が
地
方
本
部
を
代
表
し
挨
拶
（
別

掲
）
。
続
い
て
藤
沢
大
平
和
環
境

岩
手
県
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
（
別
掲
）
の

方
々
か
ら
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を

頂
い
た
。

　

そ
の
後
、
及
川
孝
執
行
委
員
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
と
大
会
日
程

を
説
明
。
菊
池
要
悦
執
行
委
員
が

大
会
期
日
の
延
期
承
認
を
提
案
、

承
認
。
選
挙
管
理
委
員
会
の
設
置

を
提
案
、
確
認
し
、
沢
田
光
広
書

記
長
が
協
約
・
協
定
締
結
を
提
案
、

承
認
さ
れ
、
経
過
報
告
と
２
０
１

５
年
度
の
運
動
方
針
（
案
）
を
提

案
、
引
き
続
き
規
約
改
正
を
提
案

し
た
。
最
後
に
、
中
堤
聡
司
選
挙

管
理
委
員
長
か
ら
地
方
役
員
と
地

方
委
員
の
選
挙
告
示
が
行
わ
れ
１

日
目
を
終
了
し
た
。

　

２
日
目
は
８
時
30
分
再
開
。
来

賓
の
地
方
議
員
団
団
長
の
木
村
幸

弘
岩
手
県
議
会
議
員
と
日
本
共
産

党
岩
手
県
委
員
会
の
斉
藤
信
副
委

員
長
か
ら
挨
拶
を
受
け
、
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
、
盛
岡
国
労
会

館
の
報
告
が
あ
り
経
過
と
方
針
の

討
論
に
入
っ
た
。
討
論
で
は
15
人

が
発
言
（
要
旨
は
別
記
）
、
中
間

答
弁
と
書
記
長
集
約
が
行
わ
れ
、

方
針
を
拍
手
で
採
決
し
確
立
。
次

に
小
林
良
宏
副
委
員
長
か
ら
２
０

１
４
年
度
決
算
報
告
、
鈴
木
清
正

会
計
監
査
員
の
監
査
報
告
で
決
算

を
承
認
。
引
き
続
き
組
織
検
討
委

員
会
答
申
を
提
案
、
承
認
さ
れ
、

規
約
の
一
部
改
正
を
席
代
議
員
37

人
全
員
の
賛
成
で
確
認
。
２
０
１

　

方
針
討
論
（
経
過
含
む
）
で
は
、

15
人
の
代
議
員
（
特
別
代
議
員
含

む
）
が
発
言
し
た
。
要
旨
は
次
の

通
り
。

　
　
　
　

◇

◎
小
原
茂
俊
代
議
員

（
八
戸
工
務
分
会
）

▽
若
手
社
員
、
仕
事
が
忙
し
く
、

詰
め
込
め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
、

ベ
テ
ラ
ン
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
事
故
が
心
配
。

▽
仕
事
を
通
じ
て
組
織
拡
大
を
全

体
の
も
の
と
し
た
い
。

▽
エ
ル
ダ
ー
社
員
、
受
け
皿
が
少

な
く
不
安
な
声
が
多
い
。

◎
岩
崎
毅
代
議
員

　
　
　
　
　

（
大
湊
地
域
分
会
）

▽
青
森
県
は
原
発
関
係
施
設
が
多

い
。
子
供
、
青
森
を
守
る
た
め
、

全
国
の
反
原
発
運
動
、
戦
争
法
反

対
運
動
と
一
体
で
闘
う
取
り
組
み

の
強
化
が
大
切
だ
。

◎
近
藤
信
博
代
議
員

　
　
　
　

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

▽
エ
ル
ダ
ー
社
員
・
65
歳
ま
で
は

代
議
員
に
な
れ
る
事
を
確
認
し
た

い
。
同
時
に
エ
ル
ダ
ー
学
習
会
も

開
催
し
て
ほ
し
い
。

▽
エ
ル
ダ
ー
社
員
は
病
欠
制
度
な

い
。
仕
事
を
し
た
く
と
も
で
き
な

く
な
る
。
交
渉
経
過
は
ど
う
か
。

◎
千
葉
博
季
代
議
員

　
　
　
　
　

（
一
関
工
務
分
会
）

▽
退
職
者
が
多
く
出
て
い
る
現
実

の
中
、
分
会
運
営
も
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
一
関
地
区
の
統
合
地
域

分
会
も
考
え
て
ほ
し
い
。

◎
大
平
四
郎
特
別
代
議
員

　
　
　
　

（
工
務
協
議
会
代
表
）

▽
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
実
施
か

ら
10
年
、
Ｊ
Ｒ
と
Ｐ
会
社
の
仕
切

り
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
技
術
力

の
継
承
・
向
上
が
進
ま
ず
、
安

全
・
管
理
体
制
が
揺
ら
い
で
い
る
。

▽
若
手
社
員
、
出
張
、
業
研
な
ど

多
く
現
場
に
出
な
い
状
況
、
詰
め

す
ぎ
、
長
す
ぎ
と
い
う
声
も
あ
る
。

ま
た
、
短
期
間
で
の
異
動
も
あ
り
、

技
術
継
承
が
で
き
て
い
な
い
。

〈
裏
面
へ
続
く
〉

５
年
度
の
予
算
案
提
案
・
承
認
、

組
織
検
討
委
員
会
の
設
置
と
進
み

昼
食
休
憩
に
入
っ
た
。

　

昼
食
休
憩
、
ス
ト
権
１
票
投
票

を
行
い
出
席
代
議
員
37
人
全
員
の

賛
成
で
確
立
。
続
い
て
中
堤
選
挙

管
理
委
員
長
が
地
方
役
員
、
地
方

委
員
が
定
数
通
り
の
立
候
補
で
、

無
投
票
の
選
出
を
報
告
、
新
旧
地

方
役
員
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
退
任

の
佐
々
木
政
志
副
委
員
長
、
山
川

治
会
計
監
査
員
の
労
を
拍
手
で
労

っ
た
。
最
後
に
小
野
寺
京
子
女
性

部
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
提

案
、
採
択
し
議
長
団
が
退
任
。
小

林
副
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
後
、

佐
々
木
力
新
委
員
長
の
も
と
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
た
。

済
岩
手
県
本
部
本
部
長
、
上
田
高

岩
手
県
民
共
済
理
事
長
、
橋
本
全

交
運
共
済
生
協
東
日
本
東
北
支
所

副
本
部
長
、
宮
崎
浩
則
国
労
東
日

本
本
部
執
行
副
委
員
長
、
佐
藤
浩

一
国
労
東
北
協
議
会
議
長
、
国
労

議
員
団
（
阿
部
一
男
花
巻
市
議
会

議
員
、
斎
藤
憲
雄
青
森
市
議
会
議

員
、
星
敦
子
北
上
市
議
会
議
員
、

山
﨑
道
夫
矢
巾
町
議
会
議
員
、
久

保
幸
喜
前
岩
手
県
議
会
議
員
）
、

髙
嶋
昭
一
鉄
道
退
職
者
の
会
盛
岡

地
方
連
合
会
会
長
、
中
堤
久
江
盛

岡
地
方
本
部
家
族
会
会
長
、
髙
橋

伸
二
元
全
交
運
共
済
生
協
専
務
。

２
日
目
、
木
村
幸
弘
盛
岡
地
方
本

部
議
員
団
団
長
、
斉
藤
信
日
本
共

産
党
岩
手
県
委
員
会
副
委
員
長

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】
順
不
同

　

岩
手
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
、

岩
手
県
交
通
労
働
組
合
、
全
水
道

盛
岡
水
道
労
働
組
合
、
全
農
林
岩

手
県
協
議
会
、
岩
手
県
合
同
労
働

組
合
連
合
会
、
全
労
済
労
働
組
合

盛
岡
支
部
、
全
日
本
運
輸
産
業
労

働
組
合
岩
手
県
連
合
会
、
国
労
関

係
（
秋
田
・
仙
台
・
新
潟
・
高

崎
・
水
戸
・
千
葉
・
東
京
・
長
野

地
方
本
部
）

　

安
保
関
連
法
は
、
衆
議
院
に
続

き
参
議
院
で
も
強
行
採
決
さ
れ
成

立
し
た
が
、
「
違
憲
で
あ
る
」
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
戦
争
反
対
、

脱
原
発
、
貧
困
と
格
差
是
正
の
運

動
を
結
合
し
、
憲
法
・
平
和
・
環

境
・
人
権
と
民
主
主
義
を
守
る
た

め
に
政
治
闘
争
を
強
め
て
い
く
。

　

統
一
自
治
体
選
挙
、
斎
藤
憲
雄

青
森
市
議
会
議
員
、
山
﨑
道
夫
矢

巾
町
議
会
議
員
、
木
村
幸
弘
岩
手

県
議
会
議
員
の
議
席
を
得
た
が
北

上
選
挙
区
は
残
念
な
結
果
と
な
っ

た
。
選
挙
戦
の
経
過
と
結
果
を
冷

静
に
受
け
止
め
、
来
年
の
北
上
市

議
会
議
員
選
挙
、
参
議
院
選
挙
で

の
推
薦
候
補
の
必
勝
に
む
け
全
力

を
あ
げ
て
闘
う
こ
と
を
訴
え
る
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
新
函
館
北
斗

開
業
に
伴
い
、
青
森
地
区
の
職
場

の
統
廃
合
や
縮
小
が
行
な
わ
れ
る
。

ダ
イ
ヤ
改
正
・
職
場
の
再
編
に
つ

い
て
は
、
職
協
や
関
係
分
会
と
連

携
し
て
団
体
交
渉
を
強
化
し
て
い

く
。
移
動
や
出
向
に
つ
い
て
は
、

本
人
希
望
の
尊
重
と
公
正
・
公
平

な
取
り
扱
い
を
求
め
、
エ
ル
ダ
ー

の
雇
用
先
を
確
保
す
る
運
動
と
共

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

「
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
三
陸
鉄
道
に

よ
る
運
営
」
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

県
や
沿
線
４
市
町
、
三
陸
鉄
道
と

で
合
意
し
、
「
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
鉄

路
復
旧
に
関
す
る
基
本
合
意
お
よ

び
覚
書
」
が
締
結
さ
れ
、
「
一
括

開
業
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
求
め
る
」

こ
と
が
決
定
し
た
。
少
子
高
齢
化

問
題
や
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
・
存

続
な
ど
、
公
共
交
通
を
維
持
し
て

い
く
取
り
組
み
を
強
め
て
い
く
。

　

一
括
和
解
以
降
、
20
代
、
30
代

の
青
年
・
女
性
が
勇
気
を
も
っ
て

国
労
に
加
入
し
た
。
彼
ら
を
孤
立

さ
せ
ず
、
仲
間
を
増
や
す
た
め
に

全
組
合
員
が
本
気
に
な
っ
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
労
運
動

は
、
正
規
・
非
正
規
や
Ｊ
Ｒ
本

体
・
関
連
会
社
を
問
わ
ず
、
働
く

者
す
べ
て
の
権
利
や
労
働
条
件
、

労
働
環
境
を
守
る
こ
と
に
あ
る
。

　

第
80
回
定
期
全
国
大
会
で
は
、

「
名
実
と
も
に
Ｊ
Ｒ
産
別
と
し
て

次
な
る
段
階
へ
力
強
い
歩
み
を
進

め
る
こ
と
を
今
後
の
国
労
運
動
の

基
調
と
す
る
」
と
確
認
し
た
。
組

織
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論

を
開
始
し
、
国
労
組
織
と
国
労
運

動
を
若
い
世
代
に
引
継
ぐ
取
り
組

み
を
お
願
い
す
る
。

第
71
回
定
期
地
方
大
会
／
盛
岡
・
愛
真
館

留
場
・
田
中
議
長
団
で
進
行

大　会
特集号

来
賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ 佐

々
木
委
員
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

細川光正社会民主党
岩手県連合幹事長

【
来
賓
】
挨
拶
順

　

藤
沢
大
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン

タ
ー
事
務
局
次
長
、
細
川
光
正
社

会
民
主
党
岩
手
県
連
合
幹
事
長
、

佐
藤
義
裕
東
北
労
働
金
庫
岩
手
県

本
部
副
本
部
長
、
来
内
広
幸
全
労

◇方針討論◇
＝＝
代
議
員
・
特
別
代
議
員
15
人
が
発
言
＝＝

宮崎浩則東日本本部
執行副委員長

藤沢大平和環境岩手県
センター事務局次長

職
場
の
実
態
、
組
織
の
拡
大

貨
物
、
安
保
法
な
ど
で
議
論



拡
大
の
運
動
を
大
き
な
流
れ
に
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＝＝
佐
々
木
政
志
・
山
川
治
氏
が
退
任
＝＝

平
和
・
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
に
全
力

執
行
部
に
よ
る
中
間
答
弁

「左から淡路、小林、阿部、佐々木、沢田、
菊池、及川、鈴木、小笠原の新役員」

千葉博季代議員
（一関工務分会）

佐
々
木
委
員
長
は
じ
め

　

新
役
員
の
９
人
を
選
出

〈
表
面
か
ら
続
く
〉

◎
畠
山
孝
代
議
員

　
　
　
　
　

（
北
上
工
務
分
会
）

▽
昨
年
加
入
し
た
若
手
が
脱
退
、

集
会
や
学
習
会
な
ど
が
大
切
だ
と

反
省
し
て
い
る
。
今
後
も
若
手
と

は
繋
が
り
を
持
っ
て
い
く
。

◎
佐
々
木
喜
一
代
議
員

　
　
　
　
　

（
北
上
工
務
分
会
）

▽
退
職
者
が
多
く
、
若
手
は
す
ぐ

他
職
場
へ
異
動
。
業
務
が
増
え
人

数
が
え
る
一
方
で
職
場
は
き
つ
い
。

▽
Ｐ
会
社
は
人
員
不
足
で
労
働
条

件
が
き
つ
い
、
労
働
条
件
改
善
と

受
注
能
力
の
強
化
も
大
切
だ
。

▽
安
保
法
反
対
の
闘
い
、
地
方

で
は
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
今
後
も
闘
い
続

け
て
行
き
た
い
。

◎
工
藤
達
二
代
議
員

　
　
　
　
　

（
青
森
施
設
分
会
）

▽
退
職
者
へ
の
本
部
か
ら
の
感
謝

状
と
記
念
品
、
分
会
の
労
う
会
に

届
か
ず
渡
せ
な
い
場
合
は
、
本
人

に
届
け
て
ほ
し
い
。

▽
組
織
拡
大
、
模
索
し
議
論
し
進

め
て
行
き
た
い
。

◎
八
重
樫
俊
昭
代
議
員

　
　
　
　
　

（
盛
岡
電
気
分
会
）

▽
機
関
紙
の
発
行
に
努
力
し
て
い

る
。
ま
た
、
春
闘
時
に
は
新
規
採

用
者
国
労
加
入
の
呼
び
掛
け
を
掲

示
板
に
掲
示
し
た
。
イ
ン
パ
ク
ト

は
あ
っ
た
。
第
２
段
は
大
会
前
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
仕
切
り
を

掲
示
し
た
。
第
３
弾
も
思
案
中
。

▽
助
役
の
組
合
員
化
は
、
仕
事
上

弊
害
が
多
い
。
国
労
の
考
え
は
。

◎
小
原
典
昭
代
議
員

　
　
　
　

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
多
く
の
エ
ル
ダ
ー
希
望
者
が
い

る
。
本
人
へ
提
示
が
遅
く
１
ヶ
月

前
の
人
も
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
上
も

大
変
だ
。
職
場
に
配
属
さ
れ
、
希

望
の
条
件
と
合
わ
ず
退
職
す
る
人

も
い
る
。
事
前
の
把
握
が
大
切
だ
。

▽
エ
リ
ア
異
動
を
希
望
し
て
も
駄

目
と
言
わ
れ
て
い
る
人
が
い
る
。

本
人
が
希
望
し
て
も
叶
わ
ず
退
職

し
た
組
合
員
も
い
る
。
制
度
あ
る

の
に
な
ぜ
駄
目
な
の
か
。

▽
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
伴
う
情

報
は
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
、
青
森
地
区

は
不
安
が
多
く
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ

高
く
情
報
を
発
信
し
て
ほ
し
い
。

◎
成
田
芳
隆
代
議
員

　
　
　
　
　

（
青
森
施
設
分
会
）

▽
エ
ル
ダ
ー
制
度
が
あ
る
の
に
職

場
が
な
い
の
が
理
解
で
き
な
い
。

青
い
森
鉄
道
も
プ
ロ
パ
ー
化
を
目

指
し
出
向
者
を
受
け
入
れ
な
い
状

況
に
な
る
。
エ
ル
ダ
ー
職
場
の
確

保
に
全
力
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。

◎
野
田
茂
志
代
議
員

　
　
　
　
　

（
八
戸
貨
物
分
会
）

八重樫俊昭代議員
（盛岡電気分会）

小原典昭代議員
（青森駅連合分会）

松島義文代議員
（盛岡駅連合分会）

▽
多
く
の
仲
間
が
遠
距
離
通
勤
で
、

今
後
も
希
望
地
に
戻
す
闘
い
を
進

め
て
ほ
し
い
。

▽
貨
物
会
社
は
賃
金
、
諸
手
当
の

改
悪
で
他
社
と
の
格
差
が
大
き
い
。

貨
物
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
客
貨
一
体

の
闘
い
を
進
め
て
ほ
し
い
。

◎
佐
藤
英
雄
特
別
代
議
員

　
　
　
　

（
運
転
協
議
会
代
表
）

▽
検
修
合
理
化
実
施
か
ら
３
年
。

安
全
輸
送
、
労
働
条
件
、
出
向
者

の
問
題
、
職
場
の
要
求
を
我
々
が

取
り
上
げ
闘
い
、
改
善
を
図
っ

て
い
こ
う
。

▽
盛
岡
の
国
労
手
帳
に
綱
領
と
解

説
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

▽
安
保
法
廃
案
に
む
け
た
闘
い
の

強
化
を
続
け
て
行
こ
う
。

◎
石
川
博
勝
代
議
員

　
　
　
　
　

（
盛
岡
貨
物
分
会
）

▽
貨
物
会
社
の
社
員
１
人
当
り
稼

ぎ
高
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
社
員
の
み
に
犠
牲
を
押

し
つ
け
て
い
る
。
厳
し
い
中
、
若

い
社
員
の
退
職
者
も
出
て
い
る
。

16
春
闘
ぜ
ひ
ス
ト
ラ
イ
キ
で
の
闘

い
を
強
く
要
請
す
る
。

▽
国
労
の
組
織
の
在
り
方
、
統
一

し
た
闘
い
の
た
め
に
も
単
一
体
と

し
て
の
組
織
の
強
化
が
大
切
。

◎
松
島
義
文
代
議
員

　
　
　
　

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

▽
執
行
委
員
会
は
月
１
回
開
催
し

組
織
拡
大
も
議
論
し
て
い
る
。
若

い
社
員
と
の
飲
む
付
き
合
い
も
あ

る
が
、
拡
大
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

▽
分
会
組
織
人
員
が
減
り
動
員
も

き
つ
い
、
人
数
割
り
当
て
も
考
え

て
ほ
し
い
。
緊
急
の
連
絡
は
メ
ー

ル
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

○
組
織
拡
大
、
若
手
社
員
と
日
常

の
関
わ
り
は
今
後
も
し
っ
か
り
と
。

○
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
も
地
方
大
会

代
議
員
に
な
れ
る
。

○
一
関
の
地
域
分
会
問
題
は
、
皆

さ
ん
の
声
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

○
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
職
場
確
保
、

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
問
題
も
あ

り
、
本
社
・
支
社
に
も
社
員
に
不

安
の
残
ら
な
い
よ
う
要
請
し
て
い

る
。
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
反
原
発
な
ど
の
闘
い
は
今
後
も

方
針
通
り
進
め
て
行
く
。

○
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
病
欠
問
題
は
、

確
認
し
連
絡
す
る
。

○
技
術
継
承
の
問
題
は
大
き
な
課

題
、
職
能
別
協
議
会
と
も
相
談
し
、

会
社
に
今
後
も
提
起
し
て
い
く
。

○
若
手
社
員
の
脱
退
、
残
念
だ
が

成
果
と
課
題
を
し
っ
か
り
つ
か
み

今
後
に
繋
げ
て
い
こ
う
。

○
Ｐ
会
社
の
人
材
育
成
な
ど
し
っ

か
り
と
会
社
に
対
応
を
求
め
る
。

具
体
的
な
も
の
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

○
安
保
法
反
対
の
闘
い
、
地
方
で

も
団
体
実
行
委
員
会
方
式
で
開
催

し
、
国
労
と
し
て
も
集
会
に
は
参

加
し
て
い
る
が
検
証
は
大
切
。

○
綱
領
の
国
労
手
帳
へ
の
掲
載
は
、

議
論
し
て
い
く
。

○
掲
示
板
の
活
用
は
全
体
で
も
っ

と
進
め
て
ほ
し
い
。

○
退
職
者
へ
の
感
謝
状
な
ど
の
手

配
は
で
き
る
だ
け
対
応
し
た
い
。

○
組
織
拡
大
、
グ
ル
ー
プ
会
社
・

Ｐ
会
社
の
組
織
化
も
大
切
に
な
る
。

○
助
役
の
組
合
員
化
の
問
題
は
、

東
日
本
本
部
に
要
請
し
て
い
く
。

○
エ
リ
ア
異
動
問
題
、
制
度
の
公

平
・
公
正
な
運
用
を
求
め
て
行
く
。

○
北
海
道
新
幹
線
開
業
問
題
、
情

報
が
少
な
く
不
安
と
思
う
が
、
支

社
も
分
か
り
次
第
出
す
と
言
っ
て

い
る
。
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

○
貨
物
会
社
の
遠
距
離
通
勤
、
今

後
も
解
消
に
取
り
組
む
。

○
貨
物
分
会
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
の

闘
い
の
要
求
、
本
部
に
は
要
請
文

は
上
げ
て
い
る
。
本
部
の
判
断
に

な
る
。
春
闘
時
の
貨
物
と
の
交
流

会
な
ど
は
今
後
も
続
け
る
。

○
メ
ー
ル
で
の
分
会
へ
要
請
も
考

え
る
が
、
基
本
的
に
は
文
書
を
考

え
て
い
る
。

【
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
闘
い
】

　

国
労
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
組
織

拡
大
を
実
現
し
て
い
く
か
「
本
気

度
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。
平
成
採

用
者
の
加
入
は
、
私
た
ち
に
大
き

　

地
方
議
員
団
の
写
真
左
か
ら
星

敦
子
北
上
市
議
会
議
員
、
山
﨑
道

夫
矢
巾
町
議
会
議
員
、
阿
部
一
男

花
巻
市
議
会
議
員
、
久
保
孝
喜
前

岩
手
県
議
会
議
員
、
斎
藤
憲
雄
青

森
市
議
会
議
員
が
大
会
に
参
加
、

議
会
活
動
の
報
告
や
今
年
の
統
一

自
治
体
選
挙
へ
の
取
り
組
み
の
お

礼
と
今
後
の
活
動
の
決
意
な
ど
を

述
べ
た
。
な
お
、
木
村
幸
弘
県
議

会
議
員
は
、
議
会
の
都
合
で
２
日

目
の
最
初
に
挨
拶
を
受
け
た
。
千

葉
信
吉
一
関
市
議
会
議
員
は
、
議

員
視
察
の
た
め
欠
席
。

な
自
信
と
力
を
与
え
、
さ
ら
に
新

し
い
仲
間
の
国
労
加
入
に
む
け
意

思
統
一
を
図
っ
て
き
た
。

　

大
会
で
は
、
組
織
拡
大
に
全
力

を
あ
げ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
組

織
強
化
拡
大
対
策
会
議
等
を
開
催
、

取
り
組
み
の
交
流
を
図
り
組
織
強

化
・
拡
大
の
運
動
を
大
き
な
流
れ

に
し
、
こ
の
１
年
を
勝
負
の
年
と

位
置
付
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
一
括
和
解
以
降
の
職
場
の
取
り

組
み
と
合
理
化
反
対
、
労
働
条
件

改
善
、
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
の

取
り
組
み
】

　

京
浜
東
北
線
の
列
車
衝
突
脱
線

事
故
を
始
め
、
安
全
輸
送
の
根
幹

を
揺
る
が
す
事
象
が
続
い
た
。
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
立
に
は
、
人

材
育
成
・
技
術
継
承
な
ど
会
社
に

訴
え
労
働
組
合
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
し
て
い
く
。

　

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
つ
い
て

は
、
青
森
支
部
・
関
係
分
会
・
職

協
と
連
携
し
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社

員
の
諸
問
題
と
あ
わ
せ
改
善
を
求

め
て
い
く
。

　

来
春
闘
は
、
賃
上
げ
・
雇
用
の

安
定
・
格
差
と
貧
困
の
是
正
、
社

会
保
障
制
度
の
拡
充
や
「
戦
争

法
」
廃
止
、
護
憲
と
平
和
、
貨
物

会
社
が
進
め
る
低
賃
金
施
策
を
許

さ
ず
ベ
ア
を
求
め
取
り
組
む
。

【
公
共
交
通
を
守
る
闘
い
と
被
災

線
区
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
取
り

組
み
】

　

国
労
の
政
策
提
言
の
実
現
と
、

「
交
通
政
策
基
本
法
」
の
具
体
化

に
向
け
本
部
や
東
日
本
本
部
と
連

携
し
運
動
を
進
め
る
。
気
仙
沼

線
・
大
船
渡
線
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
ら
の
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
本
復

旧
」
が
提
案
さ
れ
た
。
山
田
線
に

つ
い
て
は
、
「
三
陸
鉄
道
」
に
よ

る
運
営
と
い
う
提
案
を
受
け
入
れ
、

地
域
住
民
の
足
を
守
り
、
働
く
場

所
の
確
保
と
災
害
に
強
い
鉄
道
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い

の
強
化
に
つ
い
て
】

　

集
団
的
自
衛
権
を
行
使
で
き
る

「
戦
争
法
」
が
成
立
し
た
。
「
憲

法
違
反
」
と
指
摘
さ
れ
、
国
民
の

大
多
数
が
反
対
す
る
中
、
強
行
成

立
さ
せ
た
安
倍
自
公
政
権
を
許
さ

ず
、
私
た
ち
の
声
を
代
弁
す
る
議

員
と
し
て
、
来
年
の
北
上
市
議
会

議
員
選
挙
で
の
星
敦
子
さ
ん
の
議

席
確
保
と
参
議
院
選
挙
で
推
薦
候

補
の
当
選
を
勝
ち
取
り
た
い
。

　

憲
法
・
民
主
主
義
擁
護
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
と
武
器
輸
出
反
対
、

脱
原
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転

換
、
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
雇
用
と
社
会
保

障
の
拡
充
な
ど
の
課
題
を
政
党
・

共
闘
組
織
・
市
民
団
体
な
ど
と
の

連
携
を
深
め
、
共
闘
の
軸
と
な
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
議
論
を
深
め
て
い
く
。

　

今
大
会
は
、

地
方
役
員
の

改
選
期
で
あ

り
、
佐
々
木

政
志
執
行
副

委
員
長
、
山

川
治
会
計
監

査
員
が
退
任

し
た
。

　

新
た
に

佐
々
木
力
執

行
委
員
長
以

下
、
次
の
新

役
員
が
選
出

さ
れ
た
。
役

員
の
任
期
は

２
年
。

【
新
役
員
体
制
】

◎
執
行
委
員
長
（
専
従
）

　

佐
々
木　

力
（
再
任
）

　

（
盛
岡
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

◎
執
行
副
委
員
長

　

小
林　

良
宏
（
再
任
）

　

（
盛
岡
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　

阿
部　

一
久
（
新
任
）

　

（
八
戸
運
輸
区
）

◎
書
記
長
（
専
従
）

　

沢
田　

光
広
（
再
任
）

　

（
北
上
新
幹
線
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

◎
執
行
委
員

　

菊
池　

要
悦
（
再
任
）

　

（
盛
岡
駅
）

　

及
川　
　

孝
（
再
任
）

（
盛
岡
電
力
技
術
セ
ン
タ
ー
）

◎
会
計
監
査
員

　

小
笠
原　

勝
豊
（
再
任
）

　

（
鹿
角
花
輪
駅
）

　

鈴
木　

清
正
（
再
任
）

　

（
北
上
駅
）

　

淡
路　

明
則
（
新
任
）

　

（
八
戸
新
幹
線
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　

２
０
１
５
年
度
地
方
委
員
に
は

次
の
13
人
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　

◇

▽
盛
岡
支
部
８
人

近
藤　

信
博
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

伊
藤　
　

淳
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

三
浦　

市
朗
（
盛
岡
施
設
分
会
）

佐
藤　

弦
悦
（
一
戸
地
域
分
会
）

中
村　

弘
之
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

畠
山　
　

孝
（
北
上
工
務
分
会
）

吉
田　

一
久
（
一
関
運
輸
分
会
）

森
田　
　

薫
（
釜
石
地
域
分
会
）

▽
青
森
支
部
８
人

小
原　

典
昭
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

関　
　
　

孝
（
青
森
運
転
分
会
）

田
村　

公
治
（
青
森
貨
物
分
会
）

岩
崎　
　

毅
（
大
湊
地
域
分
会
）

小
笠
原
茂
俊
（
八
戸
工
務
分
会
）

　

２
０
１
４
年
度
の
機
関
紙
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
わ
れ
た
。

　

応
募
作
品
は
、
青
森
駅
連
合
分

会
「
可
動
橋
」
、
青
森
施
設
分
会

「
じ
ょ
っ
ぱ
り
」
、
青
森
運
転
分

会
「
だ
ん
け
つ
・
分
会
情
報
」
、

盛
岡
電
気
分
会
「
電
気
も
り
も

り
」
、
盛
岡
貨
物
分
会
「
Ｒ
ｅ
ｎ

Ｋ
ｅ
ｔ
ｕ
」
、
盛
岡
地
区
協
議
会

「
盛
岡
地
区
協
便
り
」
、
北
上
駅

連
合
分
会
「
け
ん
ま
い
」
、
一
関

運
輸
分
会
「
国
労
関
運
ニ
ュ
ー

ス
」
の
８
作
品
。

　
　
　
　

◇

◎
最
優
秀
賞

「
可
動
橋
」

　
　
　
　

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

◎
優
秀
賞

「
電
気
も
り
も
り
」

　
　
　
　
　

（
盛
岡
電
気
分
会
）

◎
優
秀
賞

「
け
ん
ま
い
」

　
　
　
　

（
北
上
駅
連
合
分
会
）

地方役員改選

沢田書記長
集約（要旨）

選
挙
へ
の
謝
辞
と
活
動
報
告

議
員
団
６
人
が
参
加

地
方
委
員

13
人
を
選
出

「
可
動
橋
」
が

最
優
秀
賞

＝＝
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
＝＝

2015年度


